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和
歌
か
ら
短
歌
ヘ

利
賀
重
良
氏
の
蔵
批
け
か
ら
｜

i.'b 
I半

忠
夫

雑
賀
重
良
氏
旧
政
警
は
、
ま
ず
そ
の
尼
大
な
歌
書
群
に
圧

倒
さ
れ
る
。
こ
の
蔵
書
群
を
瞥
見
し
て
、
私
は
そ
の
背
後
に

総
賀
氏
二
代
の
蒐
品
川
口
を
考
え
て
い
た
。
近
世
後
期
の
経
国
派

か
ら
、
明
治
初
期
の
旧
派
和
歌
、
新
派
和
歌
、
近
代
短
歌
、

現
代
短
歌
と
繋
が

っ
て
お
り
、
と
て
も

一
代
の
蒐
書
と
し
て

は
困
難
だ
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

雑
賀
重
良
編

『明
治
大
正
架
蔵
歌
集
一
覧
』
を
見
る
と
、
広

告
の
裏
面
を
閉
じ
合
わ
せ
、
真
ん
中
に
線
を
引
き
、
明
治
三

年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
の
歌
書
を
書
き
記
し
、
歌
書
年
表
作

成
の
た
め
に
購
入
す
べ
き
党
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
雑
賀
重

良
氏
が
一
代
で
蒐
集
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
知
り
、
改
め
て

そ
の
努
力
と
熱
意
に
感
心
し
た
。

か
ね
て
か
ら
「
和
歌
か
ら
短
歌
へ
」
を
考
え
て
い
る
私
に

と
っ
て
、
こ
の
蒐
訟
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
資
料
群
で
あ

る
。
近
代
短
歌
は
、
落
合
直
文
の
浅
香
社
、
佐
佐
木
信
網
の

竹
柏
会
、
正
岡
子
規
の
相
官
厚
短
歌
会
に
よ
る
新
派
和
歌
の
誕

生
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
に
は
、
当
時
の
旧
派
和
歌
の
世
界
を
具
体
的
に

お
さ
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
は

い
く
ら
も
存
在
し
た
旧
派
の
資
料
が
今
で
は
な
か
な
か
見
に

く
い
の
で
あ
る
。
近
世
末
期
ま
で
の
件
は

『国
件
総
目
録
』

を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
明
治
期
の
も
の
は
、
と
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
を

つ
き
と
め
る
こ
と
が
困
鮒
な
の
で
あ
る
。
こ
の
蒐
舎
は
、
そ

の
明
治
則
の
旧
派
の
和
歌
の
使
用
が
盟
百
に
揃
っ
て
い
る
こ

と
で
も
あ
り
が
た
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
歌
学
」
と

い
う
利
誌
が
明
治
二
十
五
年
三
月
の
第
一
日
す
か
ら
明
治
二
十

六
年
四
月
の
第
二
巻
第
四
口
す
ま
で
揃

っ
て
い
る
が
、
そ
の
第

一
号
に
は
、
落
合
直
文
の
「
賛
成
の
ゆ
ゑ
よ
し
を
述
べ
て
歌

学
発
行
の
趣
旨
に
添
ふ
」
の
文
章
が
見
え
る
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
明
治
書
院
か
ら
明
治
三
十
二
年

一
月
に
第
一
号
が

出
て
い
る
「
国
文
学
」
も
、
第

一
号
、
第
七
号
以
下
第
百
u
す

ま
で
欠
号
は
あ
る
も
の
の
か
な
り
揃
っ
て
お
り
、
私
は
か
つ

て
必
要
が
あ
っ
て
近
代
文
学
館
ま
で
出
向
い
て
み
た
が
ほ
ん

の
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
山
す
。
大

日
本
歌
道
奨
励
会
か
ら
出
て
い
る
「
歌
」
と
い
う
維
誌
が
あ

る
。
明
治
三
十
九
年
五
月
の
第
四
巻
第
四
M

す
か
ら
大
正
二
年

八
月
の
第
十

一
巻
第
八
u
す
ま
で
断
続
的
に
残
っ
て
い
る
が
、

そ
の
第
四
巻
第
四
号
を
繰
っ
て
い
る
と
、
「
明
治
三
十
九
年

四
月
五
日
御
兼
題
詠
進
写
風
綿
花
雌
」
の
小
に
、

さ
く
ら
花
さ
き
の
践
と
こ
、
ろ
し
て
き
は
ら
ぬ
ほ
と
の

は

る

か

せ

そ

ふ

く

名

古

出

原

山

こ

と

子

の

一
首
を
見
山
し
た
。
原
山
琴
子
は
「
明
星
」
末
期
か
ら

「
ス
バ
ル
」
「
背
開
」
で
活
躍
し
た
名
宵
屋
の
女
流
歌
人
で

あ
る
が
、
こ
の
旧
派
の
雑
誌
に
琴
子
の
名
が
見
え
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
て
い
ね
い
に
探
せ
ば
、
ほ
か
に
も
旧
派
か
ら

出
発
し
て
新
派
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
の
過
程
が
採
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
琴
子
と
同
時
に
活
脱
し
た
岡
本
か
の
子
は

こ
の
蒐
舎
の
巾
に
多
く
見
山
さ
れ
る
の
に
、
名
古
屋
の
歌
人

で
あ
る
琴
子
の
歌
集
が
見
え
な
い
の
は
私
に
は
不
思
議
に
思

わ
れ
る
。

新
派
和
歌
が
近
代
短
歌
と
な
り
、
さ
ら
に
現
代
短
歌
に
展

開
し
て
ゆ
く
過
程
に
つ
い
て
も
、
こ
の
蒐
訟
は
多
く
の
こ
と

を
諾
っ
て
く
れ
る
。
と
く
に
昭
和
初
期
に
中
興
短
歌
と
よ
ば

れ
た

一
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
知
る
上
に
重
要
で

あ
る
。

「
先
端
」
「
短
歌
川
刊
」
「
短
歌
作
品
」
「
短
歌
前

術
」
「
短
歌
戦
線
」
な
ど
の
純
誌
が
当
時
の
雰
囲
気
を
そ
の

ま
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
。
た
と
え
ば
、
附
和
四
年
三
月
の

「
先
端
」
の
創
刊
サ
（
二
頁
写
其
）
が
あ
る
。
巻
頭
に
は
、

前
川
佐
美
総
の
、

ご
う
／
＼
と
屋
上
の
数
明
を
術
い
て
は
し
る
見
ろ

一
輔

の
新
聞
屯
車

以
下
十

一
首
が
並
び
、
巻
末
に
は
、
五
島
美
代
子
の

被
れ
を
空
に
吸
ひ
と
ら
せ
よ
う
と
す
る
円
筒
昼
休
の

職
工
は
野
を
歩
き
ま
は
る

以
下
十

一
首
が
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
「
今
日
の
批
判
｜

歌
壇
評
｜
」
に
は
、
石
柿
茂
・
前
川
佐
美
総

・
五
島
美
代
子

が
執
筆
し
て
お
り
、
「
芥
蘭
」

二
川
サ
の
石
川
信
仰
仰
の
作
に

非
常
に
好
意
的
で
あ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

「
尖
端
」
は
、

創
刊
け
す
の
ほ
か
に
、
問

μ号
・
五
月
サ

・
六
日
月
号
も
収
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
短
歌
戦
線
」
第
二
巻
第
三
号

（
附
和
問
年
三
川
）
、
「
短
歌
前
衛
」
は
創
刊
号
（
附
和
問

年
九
川
）
か
ら
第
二
巻
第

一
サ
（
附
和
五
年

一
月
）
ま
で
揃

っ
て
い
る
。
そ
の
「
短
歌
前
術
」
に
は
、
「

一

本
誌
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
研
究
を
主
な
る
日
的
に
し
て
ゐ
る
」
以

下
の
「
短
歌
前
術
的
規
」
が
あ
る
。

「
日
光
」
が
廃
刊
と
な

っ
て
か
ら

『新
風
十
人
』
刊
行
に
至
る
ま
で
の
短
歌
山
人
の
動

き
が
、
近
代
短
歌
か
ら
現
代
短
歌
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
に
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き
わ
め
て
主
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
、
こ
れ
ら
の
純
誌
に
よ
り
、
当
時
の
感
党
を
如
実
に
ふ
ま

え
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
近
代
短
歌
の
処
刑
け
に
は
、
や
は
り
蒐
集
者
の
好
み
が

あ
る
。
仏
子

－
h
秋

・
啄
木

・
茂
士
川
・
信
網

・
男
・
牧
水
が

と
く
に
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
H
川
チ
な
ど
は
、

雑
釘
重
良
氏
が
以
杭
川
紙
に
ペ
ン
引
き
で
記
さ
れ
た

「与
謝

肝
川
川
子
務
引

一
位
」
の
メ
モ
が
あ

っ
て
、
で
き
る
だ
け
蒐
集

し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「蓬
・五
」
引
け
す
（
平

成
九
年
十
川
間
川
発
行
）
に
は
、
「
純
白
重
良
収
集
秋
刊

以
」
の
折
に
展
示
さ
れ
た

『み
だ
れ
安
』
名
磁
の
写
真
が
仰
向

載
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
問
年
か
ら
附
和
問
十
八
年
ま
で

に
刊
行
さ
れ
た
三
十
六
位
が
見
ら
れ
る
。
純
白
氏
の
け
川
子
に

対
す
る
思
い
入
れ
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
円
山
子
は
版
を
変

え
る
ご
と
に
改
訂
を
施
し
て
お
り
、
そ
の
過
紅
を
知
る
卜
．
に

も
必
安
な
質
料
と
な
る
。

け
川
子
の

『み
だ
れ
髪
』
の
初
版
本
な
ど
、
今
で
は
複
製
本

で
か
な
り
符
劫
に
け
ん
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

や
は
り
初
版
本
の
持
つ
独
特
の
味
わ
い
に
は
何
と
も
言
え
な

い
芥
気
を
感
じ
る
。
ま
だ
、
い
ち
い
ち
取
り
出
し
て
は
見
て

は
い
な
い
が
、
同
銀
を
見
る
と
、
石
川
昭
木

『一

魁
の
砂
」

（
明
治
問
十
三
年
刊
）
、

『悲
し
き
玩
共
』
（
明
治
問
十
五

年
刊
）
、
み
づ
ほ
の
や
（
太
川
水
胞
）

『
つ
ゆ
草
』

（
明
治

三
十
五
年
刊
）
、
北
以

h
秋

『桐
の
花
」

（
大
王
二
年
刊
）
、

窪
川
空
総

『空
拙
歌
集
』

（
明
治
問
十
五
年
刊
）
、
前
川
タ

お

『収
機
」

（
明
治
川
十
三
年
刊
）
、
与
謝
野
鉄
幹

『束
阿

南
北
』

（
明
治
二
十
九
年
刊
）
、
土
門
井
勇

『刑
ほ
が
ひ
』

（
明
治
問
十
三
年
刊
）
、
新
山
牧
水

『海
の
戸
」

（
明
治
問

十
三
年
刊
）
、

『別
離
』

（
明
治
問
十
三
年
刊
）
な
ど
の
初

版
本
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
小
か
ら
、
私
は
明
治
三
十
八

年
七
川
に
岡
山
山
汐
会
か
ら
川
た
稀
少
本
三
木
銘
胤

『夏

航
』
の
初
版
本
を
取
り
出
し
て
見
た
。
芥
気
あ
ふ
れ
る
初
版

本
の
美
し
さ
を
そ
の
ま
ま
保
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
屯
野
市

の
鼠
城
飴
か
ら
附
和
五
十
川
年
に
・
一
家
森
・
長
治
郎
氏
の
附
説

付
き
で
山
さ
れ
た
複
製
本
も
あ
り
、
そ
れ
も
A
U
わ
せ
て
収
め

ら
れ
て
い
る
の
も
ゆ
か
し
い
（
五
百
写
真
）
。

近
代
短
歌
か
ら
現
代
短
歌
へ
の
過
程
を
知
る
資
料
と
し
て

『現
代
短
歌
全
集
」

（
令
ト
五
巻
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
取

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
主
要
な
歌
集
が
多
く
あ
り
、
い
ま

一

々
列
挙
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
歌
集
の
多
く
を
こ
の
此
引
が

合
ん
で
い
る
こ
と
も
、
今
後
の
短
歌
山
ん
の
研
究
の
上
に
資
す

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

例
人
歌
集
で
は
な
く
介
同
歌
集
の
知
を
凡
て
も
、

『明
治

才
媛
歌
集
』

（
石
川
正
作
編
。
明
治
三
十
例
年
六
川
刊
、
下

川
先
生
評
、
坂
先
生
許
）
の
川
派
女
流
の
集
も
あ
れ
ば
、

主
…
髪
』
（
与
謝
野
川
子
選
。
明
治
問
十
年

一
川
、
金
国
文

削
世
川
）
に
は
、
川
川
沿
投
一
制
歌
人
を
主
と
す
る
が
、
申
寸
川
良

一千

・
一e
一木－
U
M肌
ら
が
け
ん
え
、

『円
光
』
（
与
謝
野
川
了
選
。

明
治
問
十

一
年
六
川
、
新
潮
社
川
）
に
は
、
大
口

〈岡
本
〉

か
の
チ

・
北
川
英
克
子

〈一川
平
〉

・
山
川

〈今
井
〉
く
に

f

－
小
川

一
政
・
出
川
昨
花
の
む
引
が
け
ん
え
、
ま
た
、
熊
谷
武
雄

．
米
山
総
郎
・
楠
川
敏
郎

・
狭
山
信
乃

・
前
川
タ
非
ら
J
l
人

の
合
同
歌
集

「発
生
』

（
前
川
夕
暮
選
。
大
正
問
年
三
川、

n
H社
歌
集
部

一
集
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
此
作
で
、
と
く
に
山
立
す
べ
き
も
の
に
、
初
誌
が
あ

る
。
さ
き
に
あ
げ
た
川
派
の
維
誌
に
は
、
ほ
か
に
、
「
大
八

洲
学
会
綿
誌
」
（
明
治
二
十

一
年
一七
川
l
大
正
問
年
六
川
）、

「
歌
文
」
（
第
一

サ

〈明
治
三
ト

一
年
十
川
〉
1
大
一
比
六
年

八
川
）
な
ど
が
あ
り
、
近
代
短
歌
に
入

っ
て
か
ら
の
も
の
で

も
、
神
戸
森
潮
社
（
坂
山
吉
郎
発
行
）
の
「
山
刊
誌
放
」

（
第
問
年

一
リ
サ
大
正
十

一
年

一
川

土n
組
庄
売
サ
、
大
正

十

一
年
五
川
山
本
あ
き
ら
け
す
）
「
近
代
前
歌
」
（
第
一
巻

第
二
サ
大
正
十
川
年
五
川
、
大
正
問
年
J

ハ
川
。
主
と
し

て
詩
の
維
誌
。
牧
水
選
短
歌
の
側
が
あ
る
）
な
と
の
珍
し
い

資
料
が
あ
る
。
日
U
M
を
川
ん
て
行
く
と
、
今
後
参
考
に
し
た
い

と
思
わ
れ
る
も
の
は
き
わ
め
て
多
い
の
で
あ
る
。

私
は
、
け
鈷
か
ら

『歌
人
等
薪
名
人
円
像

・
録
制

・
作
品

等
印
刷
物
切
り
抜
き
」
と
い
う
も
の
を
取
り
出
し
て
見
た
。

短
歌
に
附
す
る
記
事
を
、
総
誌
や
新
聞
の
強
か
ら
笑
に
た
ん

ね
ん
に
切
り
抜
き
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
歌
人
の
円
像
が
こ

ま
め
に
切
り
依
か
れ
て
お
り
（
そ
れ
が
蓬
在
文
仰
で

一
枚
ず

つ
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
感
心
し
た
）
、
山
品
川
（
の
わ
か

ら
な
い
の
が
附
し
い
が
、
今
で
は
こ
の
歌
人
が
こ
ん
な
顔
を

し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
而
れ
い
。

私
は
、
ま
だ
ほ
ん
の
一
部
を
拝
見
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
大
い
に
市
川
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
い
ま
、
非
常
に
て
い
ね
い
に
編
集
さ
れ
た

「純
白
重
良

川
政
引
け
録
』
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
、
「
和
歌
か
ら
短

歌
へ
」
の
課
題
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思
い
う
か

べ
ら
れ
て
、
き
わ
め
て
中
口
重
で
あ
る
。
京
潟
地
方
に
限
っ
て

い
え
ば
、
蓬
左
文
服
に
は
M
山
崎
久
弥
氏
川
政
作
の
牧
水
間
係

の
屯
史
資
料
が
あ
り
、
山
崎
敏
夫
氏
が
集
め
ら
れ
た
愛
知
川山

虫
大
学
の
政
計
（
矢
野
口
一
氏
編
「
近
代
歌
集
総

U
録」

『日

本
文
学
説
林
」
所
収
）
と
机
山
女
学
園
大
学
に
入
っ
た
山
崎

氏
川
政
詐
（

『山
崎
敏
夫
文
庫
日
録
』
）
が
あ
り
、
未
見
で

あ
る
が
、
愛
知
教
育
大
学
に
も
近
代
短
歌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
令
わ
せ
見
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
近
代
短
欣
の
研
究
は
大
き
く
進
M
供
す
る
こ
と
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
岐
日
十
川
川
小
川
上
川
州
大
和
町
で
和
歌
文
学
飢
を

創
設
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
大
和
文
仰
に
、
ム
ー
か
ら
十
川
引
を

集
め
る
こ
と
は
州
知
だ
か
ら
現
代
の
も
の
を
集
め
る
こ
と
を

勧
め
た
が
、
い
ず
れ
は
口
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
そ
れ
に
つ
け
、
か
つ
て

一
見
し
た
本
美
鉄
三
氏
の

仏
子
に
附
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ど
う
な

っ
た
の
だ
ろ
う

、
。
，ヵ

3 

（
大
阪
大
学
名
存
数
段
）



雑賀重良旧蔵歌書2・系図・展示室

一
、
雑
賀
重
良
旧
蔵
歌
書

ー
和
歌
の
伝
統
か
ら
近
代
短
歌
へ
｜

四
月
十
七
日

1
五
月
十
二
日

五
月
十
五
日
j
六
月
十
三
日

二
、
系
図七
月
十
日

1
八
月
十

一
日

八
月
十
四
日
j
九
月
十
二
日

2 

A
V
雑
賀
重
良
旧
蔵
歌
書

2

ー
和
歌
の
伝
統
か
ら
近
代
短
歌
ヘ
｜

雑
賀
重
良
旧
蔵
書
は
、
和
歌
書
の
収
集

・
研
究
家
と
し
て

知
ら
れ
た
雑
賀
重
良
氏
（
一
九

0
0
1
八
一ニ
）
の
旧
蔵
官
で
、

近
代
短
歌
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
の
刊
本
、
写
本
か
ら
近
現

代
の
雑
誌
ま
で
和
歌
に
閲
す
る
昏
籍

・
雑
誌
が
網
羅
的
に
収

集
さ
れ
、

一
八
、
二

O
O点
余
に
及
び
ま
す
。

雑
賀
重
良
氏
の
没
後
、
ご
遺
族
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
八

年
十
二
月
に
蓬
左
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
蓬
左
文
庫
で

の
蔵
書
の
整
理
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

『雑
賀
重
良
旧
蔵

書
目
録
』
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
十
月

一
日
よ
り
一

般
公
開
（
予
約
制
）
を
開
始
し
、
す
で
に
多
く
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
「
雑
賀
重
良
収
集
歌
書

展
」
と
し
て
、
旧
蔵
歌
書
の
う
ち
の
、
代
表
的
な
も
の
の
、
ご

く
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
雑
賀
重
良
旧
蔵
書
の
閲
覧
公

開
の
開
始
を
記
念
し
ま
し
て
、
再
び
「
雑
賀
重
良
旧
蔵
歌
書
2

｜
和
歌
の
伝
統
か
ら
近
代
短
歌
へ
｜
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
①
伝
統
的
な
和
歌
か
ら
、
近

・
現

代
短
歌
へ
の
展
開
を
物
語
る
短
歌
雑
誌
、

②
近
代
短
歌
の
個

人
歌
集
や
合
同
歌
集
の
初
版
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
島
津
忠

夫
氏
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
の
ご
指
摘
（
二
・
三
頁
参
照
）

の
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
雑
賀
旧
蔵
書
巾
の
精
華
と

も
い
う
べ
き
資
料
群
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

－
系
図
系
図
は
、
氏
族
や
家
族
の
血
縁
関
係
を
書
き
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
、
系
譜
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
系
図
が
文
字
で
啓

き
記
さ
れ
る
以
前
に
は
、
一
族
の
系
譜
は
口
頭
で
語
り
伝
え

ら
れ
、
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
の
乎
独
臣
の
系

譜
も
そ
う
し
た
口
承
系
譜
を
文
章
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

『日
本
書
紀
」
に
付
さ
れ
た
系
図

一
巻
は
現
存
し
ま
せ
ん

が
、
天
皇
家
の
系
図
を
、
系
線
で
図
示
し
た
の
で
は
な
く
、

文
章
で
書
き
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
文
章
系
図
は
、
諸
氏
族
の
本
系
帳
ゃ
、
そ
れ
ら
を
集
成
し

た

『新
撰
姓
氏
録
」
（
八

一
五
年
成
立
）
な
ど
が
代
表
的
な

も
の
で
し
ょ
う
。

古
代
の
文
章
系
図
か
ら
、
や
が
て
系
線
で
親
子
凶
係
を
図

示
す
る
系
図
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
縦
の
系
線
で
親
子
関
係

を
示
し
、
績
の
系
線
で
兄
弟

・
姉
妹
関
係
を
あ
ら
わ
し
、
紙

を
検
に
長
く
つ
な
げ
て
右
か
ら
左
へ
書
き
つ
い
で
い
く
楢
系
図

が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
横
系
図
は
、
中
世
以
降
の
系
図
の

一

般
的
な
形
式
と
な
り
、
現
在
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

中
世
を
代
表
す
る
系
図
は
、
公
家
洞
院
公
定
（

一
三
凹
0

1
九
九
）
が
諸
家
の
系
図
を
集
成
し
た

『尊
卑
分
脈
」
（
新

編
纂
図
本
朝
準
卑
分
脈
雑
類
要
集
）
で
す
。
本
件
は
藤
原
氏

を
は
じ
め
と
し
た
公
家
・
武
家
諸
家
の
系
図
集
で
す
。
ま
た
、

公
定
の
孫
満
定
は
、
後
小
松
天
皇
（
一
三
七
七

1
一
山
一三ニ）

の
勅
命
に
よ
り
、

皇
室
系
図
で
あ
る

『本
朝
皇
胤
紹
運
録
」

（
一
四
二
ハ
年
成
立
）
を
撰
進
し
て
い
ま
す
。
巾
世
武
家
に
お

い
て
も
系
図
の
作
成
が
盛
ん
と
な
り
、
応
仁
・文
明
の
乱
（

一

四
六
七

i
七
七
）
の
こ
ろ
に
は
、
偽
っ
て
武
家
の
身
分
を
得
る

た
め
に
、
系
図
の
売
買
が
横
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
世
で
は
、
江
戸
幕
府
は
究
永

・
貞
享

・
究
政
と
三
位
に

わ
た

っ
て
大
名

・
旗
本
か
ら
家
諸

・
系
図
を
書
き
上
げ
さ
せ
、

「寛
永
諸
家
系
図
伝
』
（
一

六
四
三
年
成
立
て

『究
政
重
修

諸
家
諸
』
（
一
八

二一
年
成
立
）
を
編
集
し
ま
し
た
。
大
名
そ

の
他
の
諸
家
に
お
い
て
も
、
系
図
作
成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
蓬
左
文
庫
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
系
図
の
う

ち
か
ら
、
各
時
代
の
代
表
的
な
系
図
を
採
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
尾
張
務
主
家
、
岡
市
橋
士
、
滞
領
内
の
諸
家
の
系
図
も
適

宜
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

系
図
に
つ
い
て
は
、
古
い
部
分
は
作
為
や
伝
承
が
多
く
、

史
料
と
し
て
の
信
頼
性
に
欠
け
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
十

分
な
検
討
を
行
え
ば
、
貴
重
な
史
料
と
し
て
活
用
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
本
年
度
後
半
の
展
示
会
で
は
、
系
図
と
同
様
に

中
近
世
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
、
分
限

帳
、
古
城
記
・
合
戦
記
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

4 

雑
賀
重
良
氏
略
歴

一
九

O
O
（
明
治
三
三
）
、
名
古
屋
に
生
ま
れ
る
。

若
く
し
て
和
歌
に
関
心
を
持
ち
、
歌
番
の
収
集

・
研
究

に
あ
た
る
。

一
九
七
三

（
昭
和
田
八
）

二
月
、
C
B
C
ク
ラ
ブ
文
化

賞
（
く
ち
な
し
賞
）
を
受
賞
。

同
年
三
月
、
長
年
の
尾
張

・
三
河
の
和
歌
書
に
つ
い
て

の
研
究
を
、
「
尾
三
歌
書
年
表
」
と
し
て
刊
行
。

一
九
八
三

（
昭
和
五
八
）
九
月
、
八
十
三
才
に
て
没
。

同
年
十
二
月
、
遺
志
に
よ
り
蔵
書
が
蓬
左
文
庫
に
寄
贈

さ
れ
る
。

一
九
九
八
（
平
成
十
）
一
月
、
全
蔵
書
の
整
理
が
完
了
。

展
示
「
雑
賀
重
良
収
集
歌
書
展
」
開
催
。

同
年
八
月
、
「
雑
賀
重
良
旧
蔵
書
目
録
」
刊
行
。

同
年
十
月
、
閲
覧
（
公
開
）
開
始
（
予
約
制
）

。



・和歌から短歌へ 一雑賀重良氏の蔵書から－（上）
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ーー

雲本’轟
庖着¥. 

銀要

主主郎

- 5 -

知要

三木露風歌集『夏姫』初版本
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蓬
左
文
庫
蔵
雑
賀
重
良
氏
旧
蔵
狂
歌
資
料

石

Jll 

『足
三
歌
歌
H

年
表
」

（
附
和
問
十
八
年
刊
）
で
知
ら
れ
る

純
白
亜
良
氏
の
旧
城
市
中
日
は
、
昨
年
平
成
十
年
八
川
に
そ
の

U

U
M
が
公
刊
さ
れ
、
十
川
か
ら
待
望
の
閲
覧
開
始
（
事
前
予
約

制
）
と
な

っ
た
。
そ
の
狂
歌
資
料
は
約
三
O
O
タ
イ
ト
ル
、

う
ち
約

一
八
O
タ
イ
ト
ル
が
江
戸
時
代
に
刊
行
ま
た
は
告
写

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
約

一
川
O
タ
イ
ト
ル
が
附
子

形
態
、
残
り
が

一
枚
摺
で
あ
る
。
近
世
中
期
以
降
の
江
戸
狂

欣
系
が
小
心
で
、
そ
れ
以
前
の
上
方
狂
歌
系
は
さ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
明
治
則
以
後
の
も
の
に
も
珍
引
が
少
な
く
な
い
が
、

こ
こ
で
は
江
戸
時
代
針
料
に
限
定
し
、
特
に
尾
帰
を
小
心
に

ふ
れ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
大
坂
の
制
民
貞
柳
に
よ

っ
て
広
ま

っ
た
」
方
狂
歌

系
。
名
前
可
立
編

『紅
歌
集
」

（
仮
題

一
冊
、
宝
肘
十

一
年

版
川
・六
頁
写
真
）
は
眼
科
名
の
記
載
を
欠
く
が
、
笑
は
々
引
十
H

u
ms
の、水
日
出町北一体

（貞
柳
十
三
川
忌
迫
持

『抗
歌
秋
の
花
』
の

制
者
で
知
ら
れ
て
い
る
）
の
行
ケ
川
出
詩
集

『時
間
の
川
」
で

あ
る
。
仙
北
ハ
律
門
人
だ

っ
た
制
者
可
堂
の
主
将
」
l

一
年
正
川
二

十
六
日
付
の
践
に
、
「
こ
と
し
正
川
末
の
六
日
、
先
師
の
行
ケ

日
に
訪
士
の
追
悼
を
刊
集
め
、
し
ぐ
れ
の
月
と
名
を
付
て
迫

抗
日
を
い
と
な
む
も
の
な
ら
し
」
と
あ
る
。

ま
た
諸
説
あ
る
其
律

の
没
年
川
け
に
つ
い
て
も
、
其
律
の
仰
で
あ
る
名
古
屋
の
秋

岡
苅
米
都
の
序
に
、
「
氷
川
市
川
冗
苅
其
律
、
予
に
計
き
こ
と

十
二。

十
八
九
の
時
、
予
に
狂
訴
を
問
ふ
。
（小
略
）
惜
故
、

こ
と
し
（
宝
肘
十
年
）
か
ん
な
川
中
の
七
日
病
床
に
終
る
。

よ
は
ひ
間
十
に
ひ
と
つ
を
あ
ま
し
」
と
あ
る
こ
と
に
明
ら
か

で
あ
る
。
本
科
は
従
来
、
其
体
迫
持
集
と
し
て
の
品
川
口名
の
み

が
知
ら
れ
て
い
て
、
か
の
市
稲
鐸
氏
で
さ
え
そ
の
所
在
が
分

か
ら
ぬ
と
残
念
が
ら
れ
た
木
で
あ
り
、
内
－
w什
は
全
く
相
介
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
。

了

貞
柳
の
竹
川
弟
だ

っ
た
前
山
の
米
都
も
一祢
を
寄
せ
て
い
る
明

和
七
年
の

「歳
H
一
』
（
一

附
、
刊
本
）
も
ま
た
希
脱
本
で
あ

る
。
美
地
神
一刊
の
人
々
の
成
日
一狂
歌
集
で
、
か
よ
う
な
本
が

あ
る
こ
と
白
体
、
今
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
名

古
同
不
二
見
原
の
白
河
川
を
小
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

「雌
竹
斎

述
」
の

『狂
歌
集
」

（
仮
題

一
帖
、
克
政
二
年
三
月
名
十
日
斥
一

永
楽
堂
刊
）
も
問
機
で
あ
る
。
党
政
二
年
と
い
え
ば
、
江
戸

表
で
は
す
で
に
側
熟
期
の
江
戸
狂
歌
、
つ
ま
り
天
明
狂
歌
が

大
流
行
し
て
お
り
、
尾
張
の
人
々
も
す
で
に
こ
れ
に
参
加
し

て
い
る
。
あ
る
い
は
本
科
あ
た
り
が
尾
張
で
の
上
方
系
狂
歌

集
の
故
後
か
も
し
れ
な
い
。

前
述
の

『段
目
一』

に
も
入
集
し
て
い
る
け
戸
斎
米
烏
の
編

『狂
歌
教
心
』

（
一
州
、
明
和
七
年
五
川
刊
）
も
伝
本
析
で
、

出
慣
が
は
立
つ
が
服
装
に
し
て
原
組
後
が
あ
り
、
京

・
丸いほ

必一日六
と
尾
長

・
胤
刀
孫
助
の
相
仮
で
あ
る
。
米
都
門
人
の
制

者
米
烏
の
こ
と
も
、
本
刊
に
よ

っ
て
椛
州
神
戸
小
畑
山
山
下
の

川
代
喜
左
衛
門
と
判
明
す
る
。
『
川
市
の
け
』
の
「
美
波
山

部
」
に
み
え
る
三
休
・苅
門
掬
の
制

『狂
歌
気
之
薬
』
（
一
附、

米
都
刷
、
明
和
七
年
三
月
刊
）
は
近
時
、
問
山
孜
故
氏
等
制

『近
世
上
方
狂
歌
叢
件
」
二
十
問
に
制
刻
さ
れ
た
が
、
こ
れ

も
伝
存
原
本
が
少
な
く
、
刊
記
を
持
つ
初
板
の
京

・
同
士
川兵

術
板
は
、
大
妻
女
子
大
学
政
本
と
問
山
氏
未
見
の
純
白
氏
旧

政
本
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
『
歳
日

』
を
合
む
こ
の
三
部
の

件
は
、
美
般
に
お
け
る
上
方
系
れ
歌
唱
を
知
る
上
で
必
要
不

可
欠
な
資
料
で
あ
ろ
う
。

江
戸
小
則
の
い
尾
張
と
い
え
ば
、
蝶
丸
の
任
名
を
持
つ
績
井

也
有
が
お
り
、
彼
の
米
川
の
れ
歌
集

『ぎ
や
う
ざ
や
う
し
』

も
、
五
十
丁
本
と
三
十
五
一l
本
の
二
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

三
十
五
丁
本
は
い
け
到
に
訂
引
孝
政

（垂
総
）
の
一
文
も
一
与
さ

れ
て
い
る
の
で
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
孝
政
刊
写
系
統

の
本
で
あ
る
。
し
か
し
五
十
丁
本
に
は
孝
政
の

一
文
が
な
く
、

表
紙
に
は
朱
筆
で
「

M
士
以
ノ
／
蛾
丸
／
円
筆
」
と
記
さ
れ

た
付
筆
（
錐
与
不
明
）
が
あ
る
。
ま
た

「平
山
氏
／
件
註
記」

の
破
作
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
名
十
日
い
肢
の
務
心
引
な
政
計

－
一
家
平
山
順
議

・
順
良

・
銀
二
郎
の
三
代
に
わ
た
る
「
平
山
文

庫
」
の
旧
政
舎
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
。
検
討
を
要
す
る

一

本
で
あ
ろ
う
。
雑
賀
氏
旧
蔵
相
で
は
な
い
が
つ
い
で
に
い
え

ば
、
順
議
白
訟
の
読
書
記
録

『代
睡
没
抄
」
十
五
附
も
蓬
在

文
庫
が
所
蔵
す
る
。

次
に
天
明
狂
歌
を
頂
点
と
す
る
江
戸
狂
歌
系
。
そ
の
先
駆

者
だ

っ
た
江
戸
の
唐
衣
橘
洲
（
酔
竹
崎
）
は
、
党
政
九
年
の

時
点
で
「
厄
陽
は
す
べ
て
予
が
門
業
の
み
に
し
て
、
他
の
指

揮
を
う
け
ざ
る
は
、
ま
さ
に
富
丸

－

m鶴
丸
・
玉
一
山

・
金
成

・
桃
士H
・
有
文
の
諸
秀
才
、
よ
く
衆
を
い
さ
な
ふ
放
な
る
べ

し」

（後
述

『狂
詞
弄
花
集
』）
と
い

っ
て
い
る
。
尾
張
で
は

桶
洲
没
（
亭
和
二
年
七
月
）
後
の
お
よ
そ
文
化
末
年
あ
た
り

ま
で
、
お
お
む
ね
こ
の
態
勢
が
続
く
。
こ
の
間
の
尾
張
板
資

料
を
雑
賀
氏
旧
政
脅
か
ら
抜
き
山
し
て
み
る
と
、
川
館
丸

・

金
成

・
一吉
丸
編

「狂
歌
ね
が
ひ
の
い
と
」
（
一
帖
、
党
政
十
二

年
秋
酔
竹
老
序
、
橘
洲
賛
、
川
光
苧
武川
政
阿
。
淡
彩
捕
。
板

元
中
引
は
な
い
が
永
楽
出
東
四
郎
の
蹴
板
日
銀
に
木
市
中
川
名
が
あ

る
。
希
似
本
）
、

『狂
歌
蓬
が
山
』
（二
仙
、
石
川
旅
望

〈五
老
〉

序
、
酔
竹
山
崎
橘
洲
賛
、

享
和
二
年
正
川
三
政
機

〈川
餓
丸
〉

政
似
、
水
楽
い
極
東
問
郎
製
本
）
、

『狂
対
弄
花
集
』
（
一
川問、刊

本
。
詳
細
後
述
）
が
あ
る
。

文
化
に
続
く
文
政
期
以
降
を
含
め
、

概
し
て
尾
張
板
は
現

示
品
川
み
ん
、
北
川
品
舛
？
な
乏

f
z一人
え
の
必
刊
立

の
ぎ
虫
抱
月
「

fh芝
崎
州
ん
1
守
？

手

I3arr－
昔
、
中
め
メ
似
…
｛
品
川
h
p
i
V
1
4
A匂

A

f
w
υ
1晶
長

H
A
s－引か
F
寸
れ
す

M
V
E

A
M叩

1
3
9
4
0含
1
．

2
lふ

．

4

・

1
の
を
す
l
a砂
ト
惣
ち
を
内
山
T
Y
2
Lい
J
A

．
何
々
の
み
・
弘
吋
l
布
、
高
校
の
」
伶
礼
恥
円
S
RL
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存
本
が
少
な
い
中
に
あ
っ
て
、
例
外
か
つ
特
筆
す
べ
き
は
む

の

『狂
詩
弄
花
集
」
で
あ
る
。
頭
書
形
式
を
採
川
し
つ
つ
、

主
本
文
と
し
て
は
半
丁
に

一
人

一
首
を
そ
の
像
と
と
も
に
拘

げ
た
も
の
で
、
織
旧
信
長
以
下
当
代
人
に
い
た
る
ま
で
、
係

々
な
分
野
の
す
べ
て
尾
張
の
人
ば
か
り
総
勢
六
一
七
人
（
う

ち
霊
山
二
十
七
人
）
七

ご
ニ
首
を
収
め
る
。
山供者

m館
丸
、

校
者
川
花
庵
（
雪
丸
）
、
画
者
有
文
・
月
光
一
H
Y
m
訟
川
市
（
辺
町
政
）

・

王
前
（
王
一
仰
の
息
子
）
等
、
序
文
代
わ
り
に
究
政
九
年
五
川
付

の
橘
洲
の

一
文
を
砧
素
干
（
一宮
丸
）
が
付
す
。
堂
々
た
る
メ

ン
バ
ー
で
、
橘
洲
の
一
文
は
後
に
凹
方
赤
良
（
大
旧
南
畝
）

の
随
筆

「奴
凧
』
に
美
織
民
主
人
（
達
磨
屋
五
ニ
に
よ
っ

て
迫
加
さ
れ
、
江
戸
狂
歌
の
起
こ
り
を
記
し
た
文
章
と
し
て

著
名
と
な
る
。
相
者
は
玉
湧
の
門
人
だ
っ
た
新
進
気
鋭
の
後

似
前
立
山
馬
耳
胤
（
後
、
係
国
秋
沖
と
も
）
、
す
な
わ
ち
名

古
一
回
刊
鯨
万
巻
堂
菱
毘
久
八
で
、
後
に
同
学
の
本
間
家
に
入

る
本
凶
内
述
そ
の
人
で
あ
る
。
・
本
刊
は
初
め
悩
者
の
私
家
板

と
し
て
文
化
十
問
年
森
に
山
版
さ
れ
、
以
下
同
年
七
川
修
訂

門
店
似
（
新
た
に
同
年
川
付
の
紛
者
蹴
を
付
す
。
以
下
附
じ
）
、

文
政
三
年
美
浪
記
市
兵
術
等
地
強
判
林
間
店
板
、
京

・
領
府

肋
兵
術
釧
…
刊
年
板
、
改
組
制
…
刊
記
本

『回
像
狂
歌
行
中
円
』
（明

治
問
、
桶
洲
の

一
文
欠
）
の
計
五
植
の
多
き
を
数
え
る
。
雑

口
氏
川
政
計
に
文
化
門
店
似
と
改
組
木
を
除
く
三
税
（
五
頁

与
其
）
が
あ
る
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。

つ
い
で
に
文
政
期
以
降
の
利
賀
氏
旧
政
尾
恨
板
の
主
な
も

の
を
あ
げ
て
お
く
と
、
柄
落
本

「背
後
五
語
言』

や
人
情
本

『沖
多
加
津
山
純
」
等
の
戯
作
で
も
知
ら
れ
る
尾
張
務
士
玉
荊

花
山
む
咲
馬
（
笑
馬
と
も
）
の
編
・
画

『那
古
野
於
蛸
』
（
一

冊
、
自
序
、
文
政
期
刊
玉
華
堂
似
の
後
印
松
屋
平
兵
衛
板
）
、

同
編

『誹
諾
歌
王
光
集
』
（
一
冊
、
謀
、
水
二
年
二
月
自
序
、
松

元
不
明
）
の
他
、
便
々
加
琵
琶
彦

・
使
々
居
琵
琶
人
慌

『裂

市

一
戸
』
（
一
附
、
京
永
六
年
九
月
藤
原
季
知
卿

〈世
主
γ
主

人
〉
序
、
森
古
川
邪
等
問
。
琵
琶
連
政
板
か
）
、
柴
山
一主
淵
子

老
師
（
屯
崖
・弘
総

・海
城
と
も
）
編

「狂
歌
山
川
鋲
集
」
（角

件
「
蹴
像
」
。一

附、

n序
、
安
政
二
年
駒
山
県
老
人
序
、
斑
文

子
問
。
那
古
野
常
鋲
連
政
板
か
。
編
者
の
像
あ
り
）
、
赤
の

御
脈
判

『狂
歌
は
つ
み
と
り
」
前

・
後
制
（
A
H

一
附
、
耳
、
水

・
安
政
頃
川
。
〆
側
政
板
）
な
ど
が
あ
る
。
む
の
屯
凶
は
川

学
者
鈴
木
版
の
姉
リ
ト
の
養
子
で
、

－V
医
の
柴
川
承
川
区
で
あ

る
。
彼
は
文
化
十
二
年
に
江
戸
の
六
樹
園
石
川
枚
望
の
五
側

判
者
と
な

っ
て
お
り
（
文
政
十
年
刊

『狂
歌
人
物
誌
』）、

い厄

張
柑
鳩
山
奥
坊
主
で
後
に
江
戸
市
ヶ
谷
務
邸
へ
出
た
同
時
期
の
阿

来
居
未
仏
（
前
日
す
、
瓢
館
岡

・
一
寸
法
師
。
H
録
番
サ
五

一

凶
三
は
そ
の
迫
持
集
で
像
が
あ
る
）
な
ど
と
同
様
、
そ
の
狂

歌
活
動
は
す
こ
ぶ
る
活
発
で
あ
る
。

以
上
は
江
戸
狂
歌
系
の
刊
本
で
あ
る
が
、
次
は
そ
の
写
本

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
色
は
そ
の
大
半
を
占
め
る
五
十
余
点

が
、
星
橘
後
中
町
長
雄
（
物
成
長
丸

・
千
歳
俊
足
吸
と
も
。
い厄

仮
海
阿
部
大
・
宝
新
山
の
地
主
長
尾
治
市
街
門
）
の
抗
欽
詠
草

知
と
い
う
点
に
あ
り
、

一
次
資
料
が
こ
れ
ほ
と
ま
と
ま

っ
て

い
る
の
は
珍
し
い
。
文
政
則
の
も
の
が
主
で
、
六
樹
園

・
川

鶴
丸

・
秋
津

・
屯
庄

・
米
仏

・
竹
立
山
崎
為
麿
な
ど
の
批
評
や

彼
ら
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
添
削
を
受
け
る
た
め

に
は
「
詠
草
認
め
ゃ
う
、
ひ
と
ひ
ら
（
半
丁
の
立
）
に
二
村

づ
、
御
し
た
、
め
が
よ
し
」
（

H
録
番
サ
五

0
・八六

『狂
歌
』）

と
い
っ
た
当
時
の
慣
例
や
、

「
江
戸
の
点
、
山
版
物
故
常
よ

り
ち
と
点
が
向
く
（
辛
い
の
立
）
御
座
候
。
御
准
忍
司
被
下

候
」
（
同
五

O
八
九

「狂
寄
詠
州
』）
と
い

っ
た
率
的
も
窺
わ

れ
る
他
、
入
花
（
添
削
料
）
が
記
さ
れ
て
い
る
場
令
も
多
い
。

な
お
目
録
喬
サ
五

O
九
九
の
刊
本

『狂
歌
集
」
に
長
級
の
像

が
あ
る
。
長
雄
関
連
以
外
で
は
、
純
然
た
る
狂
歌
で
は
な
い

が
、
熱
川
山
身
の
戯
作
者
笠
苧
仙
採

（雨
情
広
道
、
狂
歌
で

は
川
世
浅
草
庵
）
の

「賂
衣
百
背
』
（
一
附
、
天
保
十
三
年
八

日
・
八
、
九

H
詠
）
が
他
所
に
そ
の
中
引
を
聞
か
な
い
。

最
後
に
狂
歌
会
等
の

一
枚
摺
。
組
や
投
吟
期
限

・
入
花
な

ど
を
記
し
た
ん
午
前
配
布
の
「
チ
ラ
シ
」
は
、
済
ん
で
し
ま
え

ば
ω
桃
山
と
な
る
た
め
伝
存
稀
で
、
単
独
で
は
純
白
氏
も
所
蹴

し
て
い
な
い
。
し
か
し
日
録
喬
サ
五

O
二
六

・
五
O
問
0
・

五

一
O
三

・
五

一
O
五
の
各
本
の
小
に
、
問
方
真
顔

・
六
樹

図
般

『列
川
町
列
女
阿
像
集
」
（
文
政
七
年
刊
）
や
未
仏
等
撰
の

六
樹
国

一
一
間
忌
迫
杭

『恭
の
な
ご
り
』
（
天
保
二
年
刊
）
な
ど

の
た
め
の
チ
ラ
シ
計
六
枚
が
収
ま
る
。
事
後
の
も
の
と
し
て

は
、
所
定
の
伴
内
…
合
計
順
に
得
点
と
む
名
を
束
阿
に
分
け
て

（
分
け
な
い
場
令
も
あ
る
）

一
覧
表
に
し
た
「
叩
乙
録
」
と
、

そ
れ
に
大
間
以
下
の
相
撲
の
位
を
冠
し
た
「
番
付
」
の
二
種

が
あ
る
。
純
白
氏
旧
政

一
枚
閉
資
料
は
す
べ
て
江
戸
れ
欣
系

の
こ
の
ん
午
後
の
も
の
で
、
迫
ゃ
山
口
・賀
会

・待
受
と
い

っ
た
伝
記

針
料
的
な
も
の
が
日
立
つ
。
主
而
の
附
に
小
さ
く
「
作
州
川
崎

／
思
々
堂
之
々
大
人
」
な
ど
と
刊
き
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も

日
に
つ
く
が
、
こ
れ
は
配
布
先
を
示
す
メ
モ
で
、

一
般
に
は

表
の
印
刷
而
の
ど
こ
か
に
そ
の
名
が
山
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
、
あ
ら
あ
ら
記
し
て
み
た
。
出
三
に
造
中
一
川
深
か

っ
た

利
口
氏
の
旧
政
計
が
ま
と
ま

っ
て
、
そ
れ
も
山
桁
あ
る
蓬
左

文
庫
に
収
ま

っ
た
こ
と
を
み
び
た
い
。
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表
紙
は
、
「
天
保
二
二
年
ミ
つ
の
え
と
ら
乃
究
政
暦
」
と

あ
る
よ
う
に
、
天
保
二
二
年
（
干
支
壬
寅
、
西
暦
一
八
四
二

年
）
の
伊
勢
暦
が
用
い
ら
れ
、
木
版
刷
の
題
接
に
は
、
著
者

の
手
に
よ
り
、
書
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
暦
と
は
、

寛
永
九
年
ご
六
三
二
）
以
降
に
、
伊
勢
神
宮
の
門
前
町
宇

治
山
田
（
現
三
重
県
伊
勢
市
）
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
。
内
宮
暦
は
、
本
表
紙
に
「
伊
勢
内
宮
佐
藤
織

部
」
と
あ
る
よ
う
に
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四

1
八
八
）
以

降
は
、
佐
藤
氏
が
版
元
で
あ
り
、

他
方
、
山
田
暦
に
も
多
数

の
版
元
が
あ
っ
た
。
伊
勢
参
宮
者
の
増
加
や
、
伊
勢
神
宮

の
御
師
が
毎
月
十
二
月
に
神
宮
の
大
麻
と
と
も
に
頒
布
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
伊
勢
暦
は
全
国
に
広
ま
り
、
江
戸
中
期

以
降
で
は
、
全
国
の
頒
暦
の
半
分
を
占
め
る
に
至
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
寛
政
暦
」
と
あ
る
の
は
、
従
来
の
宝

暦
暦
に
誤
り
が
多
い
た
め
、
幕
府
が
天
文
方
高
橋
至
時
ら

に
命
じ
て
、
究
政
九
年
（

一
七
九
七
）
に
改
訂
さ
せ
た
も
の

で
、
天
保

二
二
年
の
天
保
暦
制
定
ま
で
用
い
ら
れ
た
。

「
睡
蚕
設
筆
」
は
、
水
野
正
信
（
一
八

O
五
1
六
九
）
の

随
筆
で
、
書
名
は
、
正
信
の
号
「
酔
讃
堂
」
に
因
む
も
の
と

思
わ
れ
る
。
正
信
は
尾
張
務
重
臣
大
道
寺
家
の
用
人
を
勤

め
た
。
本
書
は
、
尾
張
務
士
天
野
信
景
の
随
筆

『塩
尻
』

（
一
七
八
二
年
成
立
）
に
似
て
、
古
今
の
書
籍
を
引
用
し

（表紙口絵解説）．表紙さまざま

て
、
家
伝

・
人
物
逸
話
な
ど
を
お
さ
め
て
い
る
。
と
く
に
、

巻
初
に
は
、
千
村

・
横
井

・
生
駒

・
成
瀬
氏
な
ど
尾
張
藩

重
臣
の
諸
家
の
略
系
図
を
記
載
し
て
お
り
、
正
信
の
関
心

が
、
主
家
大
道
寺
家
の
同
盟
で
あ
る
重
臣
諸
家
の
家
系

・

家
伝
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
臨
蚕
設

筆
」
は
、
当
文
庫
の
正
信
自
筆
本
の
ほ
か
に
、

『名
古
屋
市

史
』
編
さ
ん
の
際
に
書
写
さ
れ
た
抄
録
本
が
、
名
古
屋
市

鶴
舞
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

水
野
正
信
は
、
小
寺
玉
晃

・
神
谷
三
園

・
岡
田
文
園

・

小
田
切
春
江
ら
と
、
天
保
年
間
（

一
八
三
0
1
四
四
）
末

か
ら
、
「
同
好
会
」
を
始
め
、
毎
月
例
会
に
古
物
・古
事
に

関
す
る
意
見
を
交
換
し
、
互
い
に
見
聞
を
広
め
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
尾
張
藩
の
海
防
政
策
を
担
当
し
た
大

道
寺
家
の
、
用
人
兼
認
物
惣
留
と
し
て
の
職
務
に
関
わ
っ

て
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
結
局
、
正
信
は
、

文
政
元
年
（

一
八

一
八
）
か
ら
明
治
元
年
（

一
八
六
八
）
ま

で
の
世
相
に
関
す
る
見
聞
を
記
録
し
た
「
青
窓
紀
間
」

二

O
四
冊
、
海
外
情
勢
、
海
防
関
係
の
文
献
を
集
録
し
た
「
青

踊
叢
書
」

一
O
三
冊
、
「
資
治
雑
笈
」
九
四
冊
な
ど
、
自
ら

書
写
し
た
五

O
O
冊
を
超
え
る
蔵
書
を
残
し
た
。

水
野
正
信
の
残
し
た
蔵
書
の
中
に
は
、
「
睡
蚕
設
筆
」
と

同
様
に
、
伊
勢
暦
を
表
紙
に
用
い
た
も
の
が
、

『恩
栄
録
』

乾
坤
二
冊、

『尾
張
人
物
志
略
』
、
『武
野
燭
談
』
、

「背
腕
叢
書
目
録
」
な
ど
、
十
冊
を
超
え
て
い
る
。

文
政
四
年
（

一
八
三

こ
か
ら
嘉
永
三
年
（

一
八
五

O
）
ご
ろ
ま
で
の
、
内
宮
暦

・
山
岡
暦
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
紙
質
の
丈
夫
な
折
暦
の
用
紙
が
、
表
紙
に

用
い
る
の
に
適
し
て
い
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
が
、

表
紙
の
意
匠
と
し
て
み
て
も
、
正
信
が
古
今
東
西
の

書
物
か
ら
書
き
伝
え
た
記
録
の
表
紙
を
飾
る
の
に
、

暦
は
ま
こ
と
に
似
つ
か
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

23.5×16.7cm 

睡蚕設筆

江戸時代末期写

蓬左文庫は、蔵書点検のため、 下記のように休館させていただきます。

期間平成11年6月15日（火）～6月27日（日）

午前9時30分～午後51待

毎月略目、第3金曜日
祝「I（日llfd、月限のいずれかに重なる場合は、日限

IJ~IP."n 、月 、 火休館）

特別整理期間（2週間）

年末年始(12)'.j28 11～l J-J 4 1:1) 

館内のみ。館外貸し出しはいたしません。

閲覧時間 閉架同＇＼！）：午前 91時30分～12時

午後l時～5時

開架図性 午前91昨30分～午後5il寺

保存上支｜阜のないものについて、マイクロフィルム

複写などの方法により行ないます。

m:話 .!fl使による巾込みも可。
取扱い時間 午前911寺30分～121時 午後l時～51時

所蔵資料のうち30件程度を｜池H寺展示。テーマ、期間、

回数は、年度により異なります。

開館時間

休館 日

覧

刀言

複写サービス

展

閲

名古屋市蓬左文庫

干461-0023名古屋市東区徳川町1001番地

宮（052)9 3 5 -2 1 7 3 

.交通

名古屋駅、栄より

市バス（悲幹ノTス2番）・名鉄パス（「木地ケ｝）；＼方面」行）

「新日JI来」ード11！、徒歩5分

大白似より

JRll：火線「大’；計処」下車、 T朽「lより徒歩10分

女平成11年 4月17日発行 交編集 ・発行 ：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

食無料 公不定期刊行 交印刷 ：菱illi!印刷工業（附 諜この晴子Ii再生紙（古制 伴 100%）針金Illしています。
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